
令和４年度 栄区セーフコミュニティ推進協議会

日時：令和５年２月 17 日（金） 14 時から 15 時まで 

場所：栄区役所 新館４階 ８号会議室 

１ 令和３～４年度栄区セーフコミュニティについて １頁 

２ 令和５年度栄区セーフコミュニティ事業計画について   11 頁 

３ セーフコミュニティの後継の仕組みについて （投影） 

配布資料 

・令和４年度 セーフコミュニティ推進協議会･各分科会委員名簿



■栄区セーフコミュニティ推進協議会 委員名簿

No. 役職 氏名 職位 

1 会長 冨士田 学 栄区長 

2 副会長 細田 利明 
栄区連合町内会会長、 

本郷中央連合町内会自治会会長 

3 副会長 有馬  美奈子 栄警察署長 

4 副会長 飯島  俊朗 栄消防署長 

5 横川 惠 豊田連合町内会自治会会長 

6 指田 弘 笠間連合町内会自治会会長 

7 田中 健次 
小菅ケ谷連合町内会自治会会長、 

栄区社会福祉協議会会長、防犯対策分科会座長 

8 山田 直樹 本郷第三連合町内会会長 

9 黒木 さち子 上郷西連合町会会長 

10 芦川 弘 上郷東連合町会会長 

11 本田 桂子 栄区民生委員・児童委員協議会会長 

12 野村 武 栄区医師会会長 

13 細川 治 横浜栄共済病院院長 

14 芝坂 洋子 栄区薬剤師会会長 

15 茂木 敏雄 栄歯科医師会会長 

16 片岡 喜久江 こども安全対策分科会座長 

17 白川 正信 スポーツ安全対策分科会座長

18 森 克巳 交通安全対策分科会座長 

19 北野 優子 児童虐待予防対策分科会座長 

20 湯瀬 洋子 高齢者安全対策分科会座長 

21 毛利 勝男 災害安全対策分科会座長 

22 小田原 俊成 自殺予防対策分科会座長 

23 田髙 悦子 傷害サーベイランス分科会座長 

24 参与 大桑 正貴 栄区議員団 

25 参与 輿石 且子 栄区議員団 

26 参与 長谷川 えつこ 栄区議員団 

27 参与 楠 梨恵子 栄区議員団 



 

 

 

令和３年度栄区セーフコミュニティ事業報告について 
 
 

１ 概要 

 令和３年度の栄区セーフコミュニティ活動については以下の通り実施しました。 
 

内 容 時 期 開催形式 

推進協議会の開催 ７月 会場および 

オンライン 

傷害サーベイランス分科会の開催 ９月 会場および 

オンライン 

他認証都市での審査等参加 

（都留市、厚木市、松原市、郡山市、豊島区） 

随時 オンライン 

セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク研修・定例会へ

の参加 

８月・２月 オンライン 

各分科会の開催 随時  

  ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、さかえセーフコミュニティフォーラム、栄区民

まつりは中止となりました。 

 

２ プロモーション 

（１）調査の結果認知度が低かった現役世代と居住歴の浅い層に訴求するための取組 

ア データで取組の効果をＰＲするポスターの掲示（公共施設等） 

イ 区役所戸籍課にて、栄区への転入者に対しリーフレットを配布 

（２）広く一般にＰＲするための取組 

ア 広報よこはま栄区版（コラム：隔月掲載 特集：10月号） 

イ 啓発品の作成・配布（ホイッスル付きライトペン、タオル、反射材等） 

ウ ＰＲ動画の配信（区役所、YouTube） 

 

 

 
  

ホイッスル付きライトペン タオル 反射材 

 

 

 

 
  

栄区セーフコミュニティ 

推 進 協 議 会 資 料 

栄 区 区 政 推 進 課 
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令和４年度栄区セーフコミュニティ事業計画について 

１ 概要 

令和４年度の栄区セーフコミュニティ事業については以下の通り予定しています。 

内 容 時期 備考 

栄区セーフコミュニティ推進協議会 ２月 

傷害サーベイランス分科会 
３月 

（予定） 

学識経験者を中心とした委員による活動へ

の助言等 

さかえセーフコミュニティフォーラム 動画配信 ※下記２を参照

安全・安心のまちづくりアンケート 
12月 

～１月 
※下記３を参照

各分野別分科会の活動 

通年 

- 

分科会同士の連携した取組の検討（継続） - 

プロモーション 分科会の活動に合わせた啓発物品の配布等 

セーフコミュニティ推進自治体ネットワ

ークにおける他認証都市との交流 

令和４年度の審査等 

豊島区、郡山市、松原市、久留米市、亀岡市 

※区民まつりは規模縮小のため出展なし

２ 安全・安心なまちづくりフォーラム（動画配信）について 

今年度は 10 月 21日（木）に「安全・安心なまちづくりフォーラム」を開催する予定でしたが、

新型コロナウイルス感染症の影響を鑑みて、動画配信に変更しました。 

タイトル：『人生 100年時代 住み続けて良かったと思える安心のまちづくり

 ～訪問看護や暮らしの保健室の実践から～』 

講  師：認定 NPO法人 マギーズ東京 センター長 

秋山 正子 氏 

内  容：訪問看護師として主に東京都新宿区で活躍する講師が経験の中で見えてきた地域の

様々なニーズや、「最期まで安心して地域で暮らすこと」を目指して地域と協働した

具体的な取組について紹介します。 

配信期間：令和５年３月 31日まで 

３ 安全・安心のまちづくりアンケート 

栄区民の方を対象に、安全・安心のまちづくりアンケートをオンラインで実施しました。 

結果についてはまとまり次第、共有します。 

＜アンケート概要＞ 

実施期間：令和４年 12月 22日～令和５年１月 31日 

方  法：オンライン（電子申請システムによるアンケート調査） 

回 答 数：445件（速報値） 

栄区セーフコミュニティ 

推 進 協 議 会 資 料 

栄 区 区 政 推 進 課 
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１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

令和３年度栄区セーフコミュニティ分科会活動について（報告）

3 地域の住民による見守り 「安全・安心な地域である」と感じる子どもの増加

日程 内容

こども安全対策分科会

取組 目的

1 養育者への啓発 乳幼児期の子どもの救急搬送件数の減少

2 子どもへの注意喚起（KYTの実施） 学齢期の子どもの事故件数の減少

第1回
３月24日

（書面開催）
本年度の取組報告、栄区学校・乳幼児養育者向けアンケート結果共有

・養育者への啓発
　保育施設・地域子育て支援拠点やこんにちは赤ちゃん訪問における、事故予防クリアファイル等
　の配布。事故予防に関する養育者向けアンケートを実施。市立保育所における訪問運動指導を実施。
・子どもへの注意喚起
　子ども会とも連携し、キッズクラブなどの放課後施設における、子どもたちへのＫＹＴ（危険予知ト
　レーニング）を実施。
・地域の住民による見守り
　地域住民や分科会委員を中心とした、「こども110番の家」の普及啓発や登下校の見守り活動を実施。
　小・中学生を対象にした安全・安心な地域づくりに関するアンケートを実施。
　小学生・保護者に向けた栄区オリジナル連絡帳を配付。

栄 区 セ ー フ コ ミ ュ ニ テ ィ

推 進 協 議 会 資 料

栄 区 区 政 推 進 課
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１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

第１回 ５月20日開催 令和３年度分科会の活動内容について

第２回 ３月　書面開催
令和３年度分科会の活動報告
（アンケート（注１）結果、事故報告カードの作成、ウォーキング講習会の動画
作成等）

・令和２年度にスポーツ安全対策分科会が実施したアンケート（注１）の分析結果を共有するため、講演会を開
催しました。
（注１）運動や身体を動かす活動の指導者・支援者を対象に「過去３年間に経験した、活動中のけが・事故の
発生状況」について質問したアンケート
・運動中のけが・事故予防のための動画を２本作成し、YouTubeで公開しました。
・「安全で効果的なウォーキング準備とポイント」と題した動画を作成し、YouTubeで公開しました。

スポーツ安全対策分科会

取組 目的

1 けが予防講習会の開催 運動競技事故による救急搬送件数の減少

2 ウオーキングの推進 運動競技事故による救急搬送件数の減少

日程 内容
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１　分科会の取組内容

２　令和３年度の分科会開催状況

３　令和３年度の分科会による主な活動

交通安全対策分科会

取組 目的

1 各季および強化月間の交通安全運動の実施
年間を通して効果的な交通安全啓発の機会をつ
くる。

2 小学校スクールゾーン対策協議会との連携
学校、地域、行政機関の連携により危険箇所の
改善にあたる。

3
二輪車ドライバーや高齢者向けの交通安全啓発
活動

二輪車ドライバーや高齢者の交通安全意識を高
め、交通事故件数を減らす。

日程 内容

第１回 ４月15日開催
・第2回分科会までの交通安全活動計画
・区内の交通事故発生状況　・令和３年度の取組方針、取組内容
・幼児の自転車用ヘルメット着用率結果

第2回 ２月　書面開催

・令和3年度の取組の振り返り
・区内の交通事故発生状況　　・栄区交通安全通信
・「交通安全フェスティバル」の実施時期変更
・令和４年度始め（4月）に行う交通安全活動計画

・コロナ禍に配慮しての交通安全活動の実施
・区内の交通事故状況の紹介、啓発内容の情報共有
・関係行政機関（警察、土木事務所、区役所）の合同打合せを経てのスクールゾーン要望内容対応
・広報紙作成、掲載内容の情報共有

5



１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

いのちの授業で使用するＤＶＤの内容、方向性を検討

第３回 令和3年10月12日 いのちの授業の内容、地域での啓発活動・啓発グッズについて

第４回 令和3年11月30日

取組 目的

1 さかえっ子の笑顔ひろげ隊活動周知
子育て世帯と接するすべての方々が、養育者とこどもを温
かく見守り、安心して子育てができる地域づくりを推進を
する。

2 いのちの授業
思春期の子どもたちが、胎児の成長、乳児とお母さんとの
交流を通じ命の大切さ、他人を思いやる心などを育む。

3 専門家による早期対応
児童虐待による死亡事例・重篤事例の予防。児童虐待対応
件数、要保護児童数の減少。

日程 内容

第１回 令和3年5月11日 今年度の活動について、中学生に向けた「いのちの授業」開催方法について

第２回 令和3年7月27日

児童虐待予防対策分科会

いのちの授業実施に向けて具体的な内容精査、啓発グッズ・啓発活動の振り返り

第５回 令和3年12月24日 3月実施のいのちの授業に向けて流れの確認

関係機関（民生委員児童委員、こんにちは赤ちゃん訪問員、小中学校長、小中学校専任等）向けの周知を中心
に行い、虐待以外の会議や地域でのイベント等でも啓発物品の配布を行った。
例年実施していた、育児教室での赤ちゃんふれあい体験は今年度も感染症予防への配慮から中止、いのちの授
業は開催予定で準備したが感染症拡大となり直前で中止した。ふれあい体験ができないため、子育て中の親子
のインタビューを載せたＤＶＤを中高生の協力により作成し、令和４年度のいのちの授業で使用予定。
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１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

高齢者安全対策分科会

取組 目的

1 転倒予防に資する取組 高齢者の転倒・転落件数、割合の減少

2 ヒートショック対策 高齢者の不慮の溺死及び溺水による死者数の減少

日程 内容

第1回
5月10日

オンライン開催

・セーフコミュニティ推進事業の方針について
・転倒予防に関するアンケート集計結果報告
・普及啓発報告
・今年度の取組について
・転倒予防DVD動画について

第2回
２月25日

オンライン開催

・転倒・転落予防　　　令和３年度実施評価・令和４年度取組について
・ヒートショック対策　令和３年度実施評価・令和４年度取組について
・令和４年度高齢者安全対策分科会スケジュールについて

１　転倒予防の取組
１）地域のリーダー向け転倒予防体操研修会開催
２）転倒予防体操動画の啓発
・広報よこはま　栄区版５月号特集記事掲載し区民に配布
・転倒予防体操動画テロップを作成し高齢・障害支援課待合いスペースにて上映
・転倒予防体操動画啓発チラシを作成し区民に配布
・転倒予防体操DVDの配付　YouTube配信
・チラシ・リーフレットを活用した啓発
・関係機関から転倒・転落予防について啓発
・Twitterによる情報発信（５月）
３）筋トレ自主会・元気づくりステーション・地域サロン（一部）の取組実績把握

２　ヒートショック対策の取組
・ポスター掲示依頼
　栄区商店街連合会【新規】自治会掲示板、栄区内医院・薬局、栄区社協、地域ケアプラザ、栄消防署・
　消防署出張所、栄区役所
・広報よこはま　栄区版１２月号特集記事掲載し区民に配布
・Twitterによる情報発信
　栄区Twitterアカウントにてヒートショック対策について発信（12月、２月）。
・関係機関と区役所からヒートショック対策について情報発信
　シニアクラブ、サロン、元気づくりステーション、地域ケアプラザや消防、区主催の講座等で啓発
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１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

災害安全対策分科会

取組 目的

1 自助の取組の促進 地震災害による死傷者数の抑止

2 実践的、機能的な避難所の追及
避難者が避難生活をストレスなく送るための避難所運営
の実施
災害関連死者数の抑止

3 災害時要援護者支援の取組拡大
支援の方法・支援者の啓発
災害関連死者数の抑止

日程 内容

第１回 書面開催
・令和３年度災害安全対策分科会の活動方針について
・前年度地域防災拠点訓練実施状況について

第２回 書面開催
・令和３年度災害安全対策分科会の活動状況について
・令和３年度地域防災拠点訓練実施状況について

１　家具転倒防止対策助成事業及び耐震補強についてチラシを使用した広報を行いました。
（区役所窓口、大船駅PRボックス、栄消防署の防災訪問、総務課防災担当の出前講座を通じて配布）

２　家庭での災害の備えに関するヒントや避難行動の考え方、災害時情報収集方法などを確認しながら書き込
みができる「栄防災ノート」を改訂・印刷しました。
・規格：A5サイズ、フルカラー、11,000部印刷
・配布について：区役所、区内施設、地域防災拠点運営委員会で配布

３　5か年計画に基づいた訓練項目の設定に関する提案を、地域防災拠点運営委員会連絡協議会に向けて行い
ました。

４　災害時における各地域での要援護者支援の取組が進むよう、下記取組を実施しました。
・栄区内小中学校長に対して、概ね３教室を確保できるように依頼しました。
・災害時要援護者避難支援訓練を促進するため、自治会町内会に補助を行いました。
・要援護者支援をテーマとした出前講座の実施や、リーフレット「災害時要援護者支援ガイド」の配付、希望
のあった自治会町内会への要援護者名簿の提供などにより、支援の取組を推進しました。
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１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

  

●自殺予防啓発
・図書館企画展を実施（９月）
　アルツハイマー、がん、結核等、要因の上位となっている「健康」に関するテーマとあわせて実施
・相談窓口の広報
　相談窓口が掲載されているリーフレットやカードを配架
●講演会、研修、ネットワーク
・ハートフルサポーター育成研修を、区職員を対象に開催（11月）
　講師：長見英知氏（湘南精神保健福祉士事務所所長）
・ハートフルサポーター育成研修を、区保健活動推進員を対象に企画したが、感染症拡大防止のため中止
・警察・消防・病院との連携会議の開催（12月）
●リスク者対応
・区内のメンタルヘルス支援者相互のスキルアップとネットワークづくりを主眼とした取組として、メンタル
ヘルス支援ネットワークによる研修を企画したが、感染症拡大防止のため中止
・リスク者向けリーフレットとパンフレット、カードを活用した情報提供は、感染症拡大防止のため一部（区
役所内トイレへの配架）中止

第２回
３月

（書面開催）

・令和３年度栄区の自殺予防対策の取組（報告）
・令和４年度栄区の自殺予防対策の取組（予定）
・地域自殺実態プロファイル2021について
・横浜市の自殺対策強化月間（３月）に取組予定について（情報提供）

自殺予防対策分科会

取組 目的

第１回
５月

（書面開催）

・令和２年度栄区の自殺予防対策の取組（報告）
・令和３年度栄区の自殺予防対策の取組（予定）
・統計資料について

2 ハートフルサポーター 支援機関へつながる件数の増加

3 リスク者への支援強化 自殺者数、自殺死亡率の抑制

日程 内容

1 啓発活動の展開 自殺者数、自殺死亡率の抑制
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１分科会の取組内容

２令和３年度の分科会開催状況

３令和３年度の分科会による主な活動

日程 内容

第１回 ７月２日開催
・第22回栄区民まつり出展について
・振り込め詐欺に関するアンケートの実施結果について
・啓発物品作成について

・地域と区役所が連携した防犯パトロールの実施。
・防犯情報メール登録を促進するため広報よこはま、転入者セットに掲載。
・広報よこはまへ特殊詐欺注意喚起記事を掲載

取組 目的

1 振り込め詐欺の被害者層への啓発実施 振り込め詐欺の認知件数、被害金額の減少

防犯対策分科会
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令和５年度栄区セーフコミュニティ事業計画について 

 
 

 

令和５年 10 月末の認証期間満了まで、国際認証「セーフコミュニティ」の認証都市として、各分

野別分科会の活動等に取り組みます。 

 

(1) 概要 
  

内 容 時期・回数 備考 

栄区セーフコミュニティ推進協議会 １回  

傷害サーベイランス分科会 １回 
学識経験者を中心とした委員

による活動への助言等 

活動成果の記録（記念誌）等の作成 ４月～10月 ※下記(2)を参照 

各分野別分科会の活動 
令和５年 10 月末

まで随時 

- 

セーフコミュニティ推進自治体ネットワ

ークにおける他認証都市との交流 

令和５年度の審査等 

箕輪町、松原市、亀岡市、久留米市 

                           

(2) 活動成果の記録（記念誌）等の作成 

  セーフコミュニティを振り返り、取組の成果物として記念誌を作成します。 

  

栄区セーフコミュニティ 

推 進 協 議 会 資 料 

栄 区 区 政 推 進 課 
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